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≪抄録≫
本稿は、本学看護学部の 2019 年度教育課程改定における活動内容の概要を記した。
2012 年に教育課程変更を行って５年が経過したことや、教育職員免許法の改正により養
護教諭課程の再課程認定に伴い、2019 年度に向けて看護学部教育課程の改定を行うこと
になった。2017 年度からカリキュラム検討委員会を中心に教育課程の検討を行い、２年
間に渡って教育課程改定に向けて活動した内容をまとめた。2019年度新教育課程としては、
地域包括ケアシステムの推進に基づく社会の変遷にあわせた教育課程へと発展させるため
の学修内容の追加、本学の強みである充実した実習環境をもとに行われている臨地看護学
実習を通して「生命の尊厳と隣人愛」に基づく教育理念を継続的に意識づけられるような
教育課程を策定することができた。指定規則改正に伴う次の教育課程の改定に向けて、今
回のプロセスが参考となることを期待する。
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Ⅰ．はじめに
本学看護学部は 1992年の開学から、今年
度で 26年目を迎えている。その間に社会の
ニーズや入学生の背景変化に対応した教育
課程の見直しを、必要に応じて行ってきた。
2012年に教育課程変更を行って５年が経過
したことや、教育職員免許法の改正により養
護教諭課程の再課程認定に伴い、2019年度
に看護学部教育課程の改定を行うため、2017
年度から教育課程の検討を開始した。カリ
キュラムは、教育内容の総合的な計画を示す
大学教育の要である。今回行った看護学部教
育課程改定のための活動内容の概要を、以下
に記す。
Ⅱ．看護学部における教育課程の改
定の変遷
本学看護学部は、建学の精神である「キリ
スト教精神による専門職を育成する」ことを
教育目的とした単科の看護大学として開学し
た。そのため「生命の尊厳と隣人愛」に基づ
く大学の理念を具体化するための教育課程
が開学時から展開されている（丸川、1993）。
その後、表１に示すように、微細な変更を含
めると９回の教育課程改定を積み重ねてきた。
主な教育課程の改定としては、1996年に
大学設置基準の大綱化を受けた改定が行われ、
2002年には本学に社会福祉学部が開設され
たことに伴い、他学部学生とともに教養基礎
領域科目を学ぶ“共通科目”開設のための改
定が行われた。また 2004年にはリハビリテー
ション学部開設、看護短期大学部と看護学部
の組織統合による看護学部の学生定員増加に
対応して、教育課程の見直しが行われた（中
野、2008；入江拓、2008；濱畑、2008；鈴木
恵、2008；鈴木知、2008；藤本、2009；木下、
2009)。2007年には大学助産学専攻科の開設、
2008年は社会福祉学部内のこども教育福祉
学科開設がされたことから、科目の削除や追
加が行われた。そして 2009年に保健師助産
師看護師学校・養成所指定規則（以下、指定
規則と略す）が改正されたことから、指定規
則を反映させた教育課程への変更が行われた。
また養護教諭課程（選択制）を看護学部教育
課程に設置したことから、教職に対する科目
の追加が行われた。2012年度には、保健師
助産師課程の指定規則変更により、実践力の
ある保健師の育成に向けて保健師課程を選択
制とするための教育課程の変更が行われた。
このように本学看護学部は大学組織や指定
規則の変更に従うとともに、教育の質の保証
を鑑みて、教育課程をその都度見直して改定
を進めてきた。
Ⅲ．2019 年度の教育課程改定にむ
けての組織体制と活動内容
2019年度の教育課程改定においては、カ
リキュラム検討委員会を中心に検討された。
本学看護学部では、看護学の内容区分を領域
として、基礎看護学、成人看護学、老年看護
学、小児看護学、母性看護学、精神看護学、
在宅看護学、公衆衛生看護学の８領域で構成
しているため、各看護学領域から１～２名ず
つ、また教養・専門基礎領域、養護教諭課程
領域からも１名ずつ計 13名の委員に、看護
学部長を加えてカリキュラム検討委員会が組
織化された。カリキュラム検討委員会は、表
２に示すように、2017年４月から、毎月１回、
2018年度は年２回（８月・12月）の会議を
開催し、その中で検討が進められた。委員会
で話し合われた内容は、各領域会議で委員が
説明を行い各領域からの意見を委員が委員会
で報告する、また領域長が集まる学部運営会
議においても随時報告を行い、全体会や教授
会を通して全教員で教育課程検討の進捗状況
を共有しながら改定を進めた。
委員会では、まず教育課程検討に向けて、
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表１．本学看護学部の教育課程の変遷　　（●教育課程改定、○科目の追加・変更）
学生入
学年度 
教育課程 
変更 
変更内容 備考 
1992 年      開学  
1993 年        
1994 年        
1995 年        
1996 年  ● 大学設置基準大綱化の反映 指定規則改正   （看護師 93 単位・保健師 21 単位） 
1997 年        
1998 年        
1999 年        
2000 年  ○ 英語科目の変更・追加   
2001 年        
2002 年  ● 共通科目の開設 社会福祉学部開設  
2003 年        
2004 年  ● 科目見直し リハビリテーション学部開設、 
看護短期大学部と看護学部の組織統合  
2005 年      助産師課程開設  
2006 年        
2007 年  ○ 「助産学」削除 助産師課程廃止  
大学助産学専攻科開設  
2008 年  ○ 在宅看護実習を分離・追加 
専門職連携科目の追加 
社会福祉学部こども教育福祉学科開設  
2009 年  ● 改正指定規則反映 
「教職に関する科目」追加 
指定規則改正  
 （看護師 97 単位・保健師 23 単位） 
養護教諭課程設置  
2010 年        
2011 年        
2012 年  ● 保健師選択制 指定規則改正  
（保健師 28 単位） 
2013 年        
2014 年        
2015 年  ○ 「海外研修」追加   
2016 年      ３年次編入学廃止 
2017 年        
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月日 カリキュラム検討委員会 検討事項 (丸文字は大学または学部全体の動き、斜字は教員への依頼内容)
2017 年 
4 月24 日 
・本学教育課程の変遷確認 
・卒業生および就職先によるアンケート結果から現行教育課程評価 
5 月22 日 
 
・DP(ディプロマ・ポリシ )ーと現教育課程の関連をチェックするためのDP細項目の作成  
→ 学部教員へのチェックの依頼 
・本学の特徴と現教育課程の課題等について委員間でブレインストーミング 
6 月26 日 
 
・看護学教育モデルコアカリキュラムを踏まえた本学の新教育課程のコアについて委員間でのブレ
インストーミング 
7 月31 日 
 
 
・DP細項目との現教育課程のチェック結果について委員間で意見交換 
・委員会として、新教育課程にむけての方向性の検討 
・領域や科目責任者からの現教育課程変更希望の確認  
・カリキュラム全体会の運営方法についての検討 
9 月1 日 
 
・これまでの委員会での意見を合わせて、新教育課程のねらいを明確化 
・カリキュラム全体会での検討内容、運営・準備について 
9 月19 日 カリキュラム全体会  
カリキュラム検討委員会で話し合われた新教育課程のねらいについて説明、 
8グループに分かれて、教員間で本学の特徴と新教育課程の方向性を話し合う 
10 月2 日 ・カリキュラム全体会での各グループからの意見の共有 
・新教育課程の変更部分を確認 
10 月 看護学教育モデル・コア・カリキュラム、および看護学分野・参照基準の公表 → 教員への周知 
11 月13 日 ・保健師課程と養護教諭課程の選択制についての検討 
・看護学部の新教育課程の卒業単位数についての検討 
12 月4 日  ・養護教諭課程の教育課程変更案の検討 
・看護学部の新教育課程の検討 
12 月12 日 学長主催「3 学部カリキュラムすりあわせ」 
12 月25 日 
 
・養護教諭課程の教育課程変更案の決定 
・看護学部の新教育課程原案の作成 … 科目設定および学年配置・順序性の確認 
2018 年 
1 月 
 
教授会で養護教諭課程の教育課程変更案を審議・決定 
1 月29 日 ・看護学部の新教育課程原案の作成 … 指定規則との対応を確認 
2 月21 日 教授会で看護学部の新教育課程案を審議・決定 
2 月27 日 ・看護学部新教育課程と看護学部DPとのカリキュラムチェックの確認 
3 月19 日 ・看護学部新教育課程と看護学教育モデルコアカリキュラム大項目との対応の確認 
4 月～7 月 新教育課程申請に向けての準備、 部長会における学則変更審議（7 月） 
→科目担当者に、新教育課程の科目概要の作成を依頼 
8 月30 日 ・申請書類の確認 
・新教育課程の科目概要と看護学部DPとの調整 
10 月～11 月 看護学部新教育課程 文科省に申請 
→科目担当者に新教育課程シラバス作成及び看護学教育モデルコアカリキュラムの学修目標チェ
ックを依頼 
12 月25 日 ・教育課程変更に伴う科目の読み替えについての確認 
・新教育課程と看護学教育モデルコアカリキュラムとのチェック結果についての確認 
2019 年4 月 新教育課程開始 
 
表２．カリキュラム検討委員会　検討事項
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これまでの教育課程に対する評価を行った。
「卒業生および就職先によるカリキュラムに
関するアンケート結果」や「自己点検評価か
らの意見」から、本学看護学部に求められて
いる社会的役割を確認した。また、日本赤十
字看護大学や群馬大学看護学科におけるカリ
キュラム開発の取り組みについての講演会が
開催され、その内容を参考にして現在の教
育課程について「卒業認定・学位授与方針」
（Diploma Policy、以下 DPと略す）との関係
を明確に確認する必要があると考えた。しか
し 2017年度は３学部共通の DPであったた
め、DPに表現された能力を看護学部として
のカリキュラムチェックに活用するための細
項目を作成した。その上で、DPとの関係性
について各科目責任者にカリキュラムチェッ
ク（教育内容と DP項目との関連の確認）を
依頼し、その結果をカリキュラム検討委員会
において検討・確認を行った。
また 2017年９月に日本学術会議から「大
学教育の分野別質保証のための教育課程編成
上の参照基準 看護学分野」（以下、参照基準
と略す）の報告、翌 10月に文部科学省から「看
護学教育モデル・コア・カリキュラム」（以下、
モデルコアカリ）が公表された。モデルコア
カリは、社会の変遷に伴い国民から求められ
る看護実践能力を有する看護師を養成するこ
とを意識して、看護系の全ての大学の看護師
養成教育において、専門分野で共通として修
めるべき“コア”内容を抽出して体系的に整
理したものである。モデルコアカリには、卒
業までに身に着けておくべき必須の看護実践
能力について修得のための具体的学修目標が
提示されている。カリキュラム検討委員会で
は、モデルコアカリや参照基準を、大学にお
けるカリキュラム作成の参考として、看護に
おいて共通して取り組む必須の内容を網羅し
つつも、今後選ばれる大学として本学看護学
部の独自性や特色を示した教育課程を作成し
ていく必要があることが話し合われた。そし
て、教育課程を改定するにおいて、建学の精
神である「生命の尊厳と隣人愛」の理念を本
学部における看護教育の柱として、４年間を
通して学ぶことのできる教育課程とすること
が、委員会において共通認識された。そのた
めには看護実践の場である臨地看護学実習に
おいて、「生命の尊厳と隣人愛」の理念を最
も学ぶことができること、また看護実践能力
を向上するためにも臨地看護学実習と教育理
念を意識づけて学修させる取り組みの必要性
が合意された。
これまでの委員会での検討内容を看護学部
全教員に伝え、また教員間で特色ある新教育
課程の構築に向けた話し合いの場として、カ
リキュラム全体会を 2017年９月に開催した。
カリキュラム全体会の目的は、「１. 看護学教
育カリキュラムの動向および現行教育課程
の現状及び課題を理解できる、２. 教育課程
改正に向けたカリキュラム検討委員会の提案
を話し合い、新教育課程にむけての方向性を
共有できる」とした。全教員に教育課程検討
の進捗状況を説明し、グループワークを行い、
新教育課程の方向性について様々な意見があ
げられた。カリキュラム全体会での意見をも
とにカリキュラム検討委員会において、新教
育課程の具体案作成のための話し合いを進め
た。その中で、今後の社会の変遷にあわせて
求められる看護師を育成するための学修内容
として、病院で必要とされる看護だけでなく
地域や在宅での看護についての学修を強化す
る科目を加える必要があると合意した。また
学習力の強化をめざし学生が主体的に学ぶ時
間的なゆとりを確保するために、現在の看護
師課程卒業認定単位の 127単位を軽減する必
要があることが話し合われた。あわせて保健
師課程と養護教諭課程の選択履修の課題につ
いても討議を続け、新教育課程への意見集約
を図った。
同時に、中央教育審議会答申における教員
養成に関する改革の提言から教育職員免許法
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が改正されたため、2018年中に全学の教職
課程で再課程申請を行う必要が生じ、教養基
礎領域科目の共通科目が変更されることに
なった。それを新教育課程に組み込むととも
に、看護学部養護教諭課程についても再課程
申請に合わせて、教育内容を見直すことと
なった。本学の養護教諭課程の問題として、
取得単位が看護師課程卒業認定単位に 29単
位追加した計 156単位で単位数が多いことか
ら途中で履修を断念する学生がいること、過
密な時間割により学校現場体験や養護教諭と
しての実践力を養う機会が乏しいこと等の課
題が生じていた。それらを改善するために、
養護教諭課程領域から新教育課程案が提案さ
れた。
また保健師課程、養護教諭課程の選択につ
いて、看護学教育を基本した上に各々専門的
な学修が必要であることが確認された。現在
の教育課程を経て卒業生が保健師、養護教諭
として専門性をもって活躍していることから、
本学看護学部としては、単に資格を取らせる
ための教育でなく、実践力をもって社会で活
躍できる保健師、養護教諭を育成することを
めざして、教育課程の選択制においては、保
健師か養護教諭のどちらかを選択する（両方
の選択はできない）方針を決定した。その上
で看護師教育課程の科目間の内容重複を整理
し、学生の主体的な学修を促すための学修時
間を確保できるように、看護師課程卒業単位
数 127単位から３単位削減することを決定し
た。加えて、保健師課程科目進度を見直し、
養護教諭課程における追加単位の整理を行っ
た。
2017年 12月までに看護学部の新教育課程
改定案をカリキュラム検討委員会において作
成し、指定規則との対比を行った。そして
12月に養護教諭課程の科目変更案を、2018
年１月に看護学部の新教育課程案について、
教授会での承認を得た。
2018年度においては、教育課程改定の申
請にむけての作業を続けるとともに、再策定
された看護学部 DPと新教育課程との関連確
認や、モデルコアカリと新教育課程について
のカリキュラムチェックを行い、新教育課程
を実施するに向けて確認を進めている。
Ⅳ．2019 年度新教育課程のねらい
以上の検討を経て、以下４点を 2019年度
からの新教育課程のねらいとした。
１．地域包括ケアシステムの推進にもとづく
社会の変遷にあわせた看護師教育課程へ
と発展させるための学修内容を追加する。
また入学後早い段階から、地域で生活して
いる「生活者」として対象を捉え看護の役
割について学修できる内容に変更する。
①「地域包括ケア看護論」（必修２単位、
30時間）を新設
②「地域看護学実習」（必修１単位、45時間）
〔「地域保健実習」から科目名変更および
４セメスターから２セメスターへ開講時
期の変更〕
③共通科目における「地域実践アクティブ
ラーニング」科目の新設
２．看護実践力向上および看護実践探求に向
けた論理的な思考を深めるために、基礎看
護学科目および統合科目を変更して教育
内容の充実を図る。 
　本学部の強みである充実した実習環境
をもとに行われている臨地看護学実習を、
看護専門科目の柱に立て、各学年の実習科
目を通して本学部の教育理念を継続的に
意識づける。 
①「看護統合セミナー」（必修１単位、30
時間）〔「統合演習」から科目名変更およ
び８セメスターから７，８セメスター通
年へ開講時期の変更〕。４年次に、統合
実習・看護統合セミナーの両科目を通し
て、学生が希望する各専門領域において
少人数ゼミ形式で、今後求められる地域
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必修 選択
＜建学の精神＞ 聖隷の理念と歴史 2 30 ※
＜建学の精神＞ キリスト教概論 2 30 ※ 必修10単位
＜建学の精神＞ キリスト教人間論 1 15 ※ 選択15単位以上
＜建学の精神＞ キリスト教の歴史 1 15 ※
＜建学の精神＞ キリスト教倫理 1 15 ※ 教養基礎領域
＜・自然・人間･社会＞ 哲学 2 30 ※ 卒業単位25単位
＜・自然・人間･社会＞ 文学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 心理学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 倫理学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 女性学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 生活福祉文化論 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ レクリエーション概論 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 音楽 1 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 健康スポーツ論 1 15 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ 健康スポーツ実践 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ スポーツⅠ 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ スポーツⅡ 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ 法学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 日本国憲法 2 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ 医療法学 1 15
＜・自然・人間･社会＞ 経済学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 教育学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 社会学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 現代コミュニティ論 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 生物学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 生命科学 2 30
＜・自然・人間･社会＞ 教育原理 2 30 ◆
＜・自然・人間･社会＞ 教育心理学 2 30 ◆
＜・自然・人間･社会＞ 教育制度論 2 30 ◆
＜・自然・人間･社会＞ 物理学 2 30
＜・自然・人間･社会＞ 化学 2 30
＜・自然・人間･社会＞ 統計学の基礎 2 30
＜・自然・人間･社会＞ 基礎講座 1 15
＜・自然・人間･社会＞ 基礎演習 1 30
＜・自然・人間･社会＞ 日本語表現法 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 情報処理A 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ 情報処理B 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ キャリアデザイン 1 15 ※
＜国際・地域＞ 英語Ⅰ 1 30 ※ ◆
＜国際・地域＞ 英語Ⅱ 1 30 ※ ◆
＜国際・地域＞ 英語Ⅲ(看護英語) 1 30 1単位
＜国際・地域＞ 英語Ⅳ 1 30 ※ 以上
＜国際・地域＞ 英語Ⅴ 1 30 ※
＜国際・地域＞ 中国語 1 30 ※
＜国際・地域＞ 外国語 1 30 ※
＜国際・地域＞ 海外研修 1 30 ※
＜国際・地域＞ ブラジル文化と言語 2 30 ※
＜国際・地域＞ 現代の国際社会 2 30 ※
＜国際・地域＞ 文化人類学 2 30 ※
＜国際・地域＞ 国際支援入門 1 ※
＜国際・地域＞ 国際支援アクティブラーニングⅠ 1 ※
＜国際・地域＞ 国際支援アクティブラーニングⅡ 1 ※
＜国際・地域＞ 地域ケア連携の基礎 1 15 ※
＜国際・地域＞ 地域実践アクティブラーニングⅠ 1 ※
＜国際・地域＞ 地域実践アクティブラーニングⅡ 1 ※
＜国際・地域＞ 地域実践アクティブラーニングⅢ 1 ※
＜国際・地域＞ ボランティア論 1 15 ※
＜国際・地域＞ ボランティア演習 1 30 ※
＜国際・地域＞ 大学間交流授業 2 30 ※
＜社会と環境＞ 保健統計学 2 30 ◆
＜社会と環境＞ 疫学 2 30 ◆ ◆ 必修26単位
＜社会と環境＞ 公衆衛生学 2 30 選択2単位以上
＜社会と環境＞ 保健医療行政論 2 30 ◆ ◆
＜社会と環境＞ 社会福祉概論 2 30 ◆ 専門基礎領域
＜社会と環境＞ 家族関係論 2 30 卒業単位28単位
＜社会と環境＞ 養護概説 2 30 ◆
＜こころと発達＞ 生涯発達心理学 2 30 ◆
＜こころと発達＞ 臨床心理学 2 30 ◇
＜こころと発達＞ カウンセリング 2 30 ◇
＜体の仕組みと働き＞ 解剖学Ⅰ 2 30 ◆
＜体の仕組みと働き＞ 解剖学Ⅱ 1 30 ◆
＜体の仕組みと働き＞ 生理学Ⅰ 2 30 ◆
＜体の仕組みと働き＞ 生理学Ⅱ 1 30 ◆
＜体の仕組みと働き＞ 生化学 1 30
＜体の仕組みと働き＞ 代謝・栄養 1 30 ◆
＜疾病の成り立ちと回復＞微生物・感染 1 30 ◆
＜疾病の成り立ちと回復＞病理・病態 1 30
＜疾病の成り立ちと回復＞健康障害論Ⅰ 1 30
＜疾病の成り立ちと回復＞健康障害論Ⅱ 1 30
＜疾病の成り立ちと回復＞薬理・薬剤 1 30 ◆
＜疾病の成り立ちと回復＞臨床栄養 1 15 ◆
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必修 選択
＜基礎看護学＞ 看護学原論Ⅰ 2 30 ◆
＜基礎看護学＞ 看護学原論Ⅱ 1 15
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅰ 1 30
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅱ 2 60 ◆
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅲ 1 30
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅳ 1 30
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅴ 2 60 看護専門領域
＜成人看護学＞ 成人看護学概論 2 30 卒業単位71単位
＜成人看護学＞ 成人看護援助論Ⅰ 1 30 (うち実習24単位)
＜成人看護学＞ 成人看護援助論Ⅱ 1 30
＜成人看護学＞ 成人看護援助論Ⅲ 1 30
＜成人看護学＞ 成人看護援助論演習 1 30
＜老年看護学＞ 老年看護学概論 2 30
＜老年看護学＞ 老年看護援助論Ⅰ 1 30
＜老年看護学＞ 老年看護援助論Ⅱ 1 30
＜母性看護学＞ 母性看護学概論 2 30
＜母性看護学＞ 母性看護援助論Ⅰ 1 30
＜母性看護学＞ 母性看護援助論Ⅱ 1 30
＜小児看護学＞ 小児看護学概論 2 30 ◆
＜小児看護学＞ 小児看護援助論Ⅰ 1 30
＜小児看護学＞ 小児看護援助論Ⅱ 1 30 ◆
＜精神看護学＞ 精神看護学概論 2 30 ◆
＜精神看護学＞ 精神看護援助論Ⅰ 1 30
＜精神看護学＞ 精神看護援助論Ⅱ 1 30 ◆
＜在宅看護学＞ 在宅看護学概論 2 30 ◆
＜在宅看護学＞ 在宅看護援助論 2 30
＜看護の統合＞ 地域包括ケア看護論 2 30
＜看護の統合＞ 看護倫理 1 15
＜看護の統合＞ 看護管理論Ⅰ 1 15
＜看護の統合＞ 看護管理論Ⅱ 1 15 統合科目
＜看護の統合＞ 国際看護論 1 15 必修7単位
＜看護の統合＞ 災害看護論 1 15 ◆ 選択2単位以上
＜看護の統合＞ 看護研究Ⅰ 1 30
＜看護の統合＞ 看護研究Ⅱ 1 30
＜看護の統合＞ 看護統合セミナー 1 30
＜看護の統合＞ 地域ケア連携演習 1 30 ※
＜看護の統合＞ 国際看護研修 1 30
＜看護の統合＞ 国際看護実習 2 90
＜臨地実習＞ 地域看護学実習 1 45 ◆
＜臨地実習＞ 基礎看護学実習Ⅰ 1 45
＜臨地実習＞ 基礎看護学実習Ⅱ 2 90
＜臨地実習＞ 急性期看護学実習 3 135
＜臨地実習＞ 慢性看護学実習 3 135
＜臨地実習＞ 老年看護学実習Ⅰ 1 45
＜臨地実習＞ 老年看護学実習Ⅱ 3 135
＜臨地実習＞ 母性看護学実習 2 90
＜臨地実習＞ 小児看護学実習 2 90 ◆
＜臨地実習＞ 精神看護学実習 2 90 ◆
＜臨地実習＞ 在宅看護学実習 2 90
＜臨地実習＞ 統合実習 2 90
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護学概論 2 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護技術論 2 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護技術論演習 1 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護活動論 2 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護活動論演習 1 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護総合演習 1 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護管理論 1 15 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護学実習 4 180 ◆
《教職に関する科目》 教職概論 2 30 ◆
《教職に関する科目》 学校保健 2 30 ◆
《教職に関する科目》 健康相談活動 2 30 ◆
《教職に関する科目》 特別支援教育概論 1 15 ◆
《教職に関する科目》 道徳・特別活動・総合的な学習の時間 2 30 ◆
《教職に関する科目》 教育課程・方法論 2 30 ◆
《教職に関する科目》 生徒指導の理論と方法 1 15 ◆
《教職に関する科目》 教育相談の理論と方法 2 30 ◆
《教職に関する科目》 学校体験活動 1 15 ◆
《教職に関する科目》 養護実習事前事後指導 1 15 ◆
《教職に関する科目》 養護実習Ⅰ 1 45 ◆
《教職に関する科目》 養護実習Ⅱ 3 135 ◆
《教職に関する科目》 教職実践演習（養護教諭） 2 30 ◆
計 卒業単位　124単位
保健師国試受験資格者　136単位
教職1種免許取得者　146単位
看
護
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目
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包括ケアに向けて看護実践を発展させて
いくための力を強化する。
②基礎看護学科目構成の変更、災害看護の
必修化、看護管理Ⅱ（選択１単位、15時
間）の新設
３．看護学教育を基本として、保健師課程、
養護教諭課程において、各々の専門的な教
育内容を深め、社会に貢献できる保健師、
養護教諭を育成できる内容に変更する。
①看護師課程卒業単位数を 127単位から減
じて 124単位として、主体的な学修を促す。
②保健師課程、養護教諭課程の課程選択は、
どちらかのみとする（両方選択はできな
い）。
③保健師課程は、12単位を看護師課程科目
の追加単位として、学年進行に伴って段
階的に高いレベルの知識・技能・態度の
修得につながるように科目名を変更する。
④養護教諭課程科目においては、卒業に必
要な単位数を教養基礎領域・専門基礎
領域に組み込み、養護教諭課程としての
追加単位は、29単位から減じて 22単位
とする。また養護実践力の強化のために、
養護実践に関する科目の「学校現場体験」
「健康相談活動」の新設、「学校保健」を
単独開講に変更する。
４．学生が国際的な視点を身につけて保健医
療福祉の課題をグローバルな視点で考え
る機会として、共通科目における英語科
目、国際関連の科目を変更する。
①看護学部は「国際看護研修」（選択、１
単位、30時間）を新設する。
最終的に新教育課程は表３のように、教養
基礎科目卒業単位 25単位（必修科目 10単位、
選択科目 15単位以上）、専門基礎科目卒業単
位 28単位（必修科目 26単位、選択科目２単
位以上）、看護専門科目卒業単位 71単位（う
ち実習科目 24単位）となった。
Ⅴ．おわりに
今回の教育課程改定にむけては、看護学部
全教員の協力をもとに行うことができた。本
学部は１学年の学生定員が 150名と多いこと
から、教育課程の運営の困難さや、時間割の
曜日による偏りなどの履修上の課題も存在す
る。教育課程の改定に伴い、学生の主体的な
学修の促しや、バランスよい科目履修など、
学修効果を高めるための調整や、看護学領域
間で連携した教育を実施していくことが望ま
れる。また教育課程の改正が、看護学部 DP
の達成につながったかについても、今後評価
していく必要がある。2019年度に指定規則
改正についての発表が予定されている。今回
のプロセスが今後の教育課程改定の際の参考
となることを期待する。
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